
ＪＡ道央レタス生産部G.GAP及びMacDonald GAP認証取得に向けた支援

１ 課題設定の背景 **********************************************************

石狩農業改良普及センター本所

ＧＡＰで繋がる、ＧＡＰを通じた人づくり

＜地域課題課題＞

対象：ＪＡ道央 レタス生産部ＧＡＰ取得を目指す農業者４戸

活動年次：令和４年～

全道一のレタス産地である江別市は、大消費地
である札幌市から近く、販売先からの期待、産地と
しての責任が大きい。

全道一！！

販売先であるマクドナルドから
ＧＧＡＰ認証取得を求められる。

北海道野菜地図その44より

令和３年７月～

写真：GAP研修会のようす
研修会には、経営者以外の

家族も出席

写真：関係期間と現地指導

ＧＡＰの本質を理解する！

＜ＧＡＰ３原則＞
① 食品安全
② 労働安全
③ 環境保全

写真：ＧＡＰセミナー

２ 活動の経過 ***************************************************************

適合基準毎にフォルダを普及センターが作成

生産者はこれを活用して審査に備えた！



４ 今後の活動 ************

３ 活動の成果 ***************************************************************

・ＧＡＰ運営支援
・継続審査支援

Special thanks to
野菜ソムリエ 中橋賢一
カネマサ流通HLD

㈱大果

農業後継者が大活躍！！
ＰＣやタブレットを駆使しＧＡＰに対応！

後継者の育成にＧＡＰが一役！

写真：模擬審査風景

GAPは息子のため

写真：本審査風景

ＰＣフォルダの手作り感
がスゴい。。

GAPは認証を「取る」事が目的ではなく、
「取組む」事で意義が生まれる

写真：認証取得祝賀会写真（定山渓温泉）

審査員もビックリ！！
「こんなにスムーズに審査できたのは

初めてかも」という太鼓判！！
「生産者がＧＡＰを理解しているのがよく
わかる」という評価をいただきました！

研修会には、生産に関わる
女性農業者も参加しました

後
継
者

＜地域課題活動＞

地元ＪＡ職員も最後には
一流指導者に！！
やる時はやる！！

ＪＡ道央で無二の存在に
なりました！


